
ス
ル
ガ
銀
行
が
取
り
戻
す
べ
き
も
の

今
こ
そ
自
ら
を
問
う
と
き

ス
ル
ガ
銀
行
の
取
引
先
で
あ
っ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
業
者
の
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ
問
題
が
表
面
化
し
て
か
ら
約
９

カ
月
。
第
三
者
委
員
会
に
よ
っ
て
投
資
型
不
動
産
融
資
に
係
る
審
査
書
類
改
竄
や
偽
造
な
ど
の
不
正
が
白
日

の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
、
行
員
の
関
与
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
与
信
費
用
は
急
増
、
創
業
家
で
あ
る
岡
野
光
喜

氏
を
含
む
取
締
役
５
名
が
辞
任
す
る
事
態
に
な
っ
た
。
ス
ル
ガ
銀
行
は
「
企
業
文
化
を
改
め
顧
客
本
位
に
立

ち
返
る
」
と
言
う
が
、
内
規
か
ら
外
れ
た
過
剰
な
融
資
と
い
う
直
接
の
損
害
だ
け
を
と
れ
ば
、
銀
行
内
部
の

問
題
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
彼
ら
は
何
を
誤
り
、
何
を
失
い
、
そ
し
て
何
を
取
り
戻
す
べ
き
な
の
か
。

ス
ル
ガ
銀
行 

虚
飾
の
果
て

特集長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

あ
ざ
笑
う
暴
走

　

「
実
際
の
土
地
価
格
７
０
７
０
万

円
」「
売
買
契
約
上
の
土
地
価
格
は

９
１
０
０
万
円
」「
自
己
資
金
の
あ

る
べ
き
残
金
」「
１
億
１
１
１
０
万

（
１
０
０
％
ロ
ー
ン
で
す
）」。

　

【
写
真
】
は
、
ス
マ
ー
ト
デ
イ
ズ

の
前
身
で
あ
る
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
が

手
掛
け
て
い
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
融
資

に
関
す
る
「
資
金
の
流
れ
」
だ
。
本

件
に
絡
む
あ
る
不
動
産
販
売
会
社
が
、

「
オ
ー
ナ
ー
へ
の
事
前
説
明
資
料
」

と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
、
土
地
売

買
の
二
重
契
約
、「
自
己
資
金
を
１

割
」
と
い
う
ス
ル
ガ
銀
行
の
内
規
を

無
効
化
で
き
る
カ
ネ
の
動
き
が
見
て

取
れ
る
。
こ
の
資
料
の
中
で
ス
ル
ガ

銀
行
の
記
載
が
あ
る
の
は
、「
ス
ル

ガ
銀
行
横
浜
東
口
支
店
」
と
い
う
事

前
入
金
先
の
口
座
を
指
定
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
箇
所
の
み
で
あ
り
、
ス
ル

ガ
銀
行
側
が
こ
の
「
資
金
の
流
れ
」

に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
こ
の
資
料

か
ら
は
判
別
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
第
三
者
委
員
会
報
告
書

に
お
い
て
、「
特
推
」
と
呼
ば
れ
る

同
行
の
首
都
圏
営
業
部
内
の
直
轄
部

隊
が
「
エ
ビ
15
Ｍ
（
編
注
・
自
己
資

金
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
１
５
０
０
万
円

と
い
う
意
味
と
思
わ
れ
る
）
ぐ
ら
い

で
お
願
い
し
ま
す
」（
報
告
書
85
ペ

ー
ジ
。
以
下
出
所
同
じ
）
と
偽
装
を

業
者
に
依
頼
し
た
事
例
が
多
数
確
認

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
業
者
が
行
員

に
対
し
て
二
重
価
格
の
資
料
及
び
投

資
家
へ
の
案
内
」（
渋
谷
支
店
。
96

ペ
ー
ジ
）
を
し
て
い
た
な
ど
、
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
だ
け
で
な
く
、
投
資
型
不

動
産
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
横
浜
東
口
支

店
を
含
む
多
く
の
支
店
で
行
員
と
業

者
と
が
共
謀
的
な
や
り
と
り
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、「
土
地
の
販
売
会
社
か
ら
、

土
地
の
契
約
時
に
『
こ
の
後
の
金
銭

消
費
貸
借
契
約
時
に
８
０
０
〜
１
０

０
０
万
円
の
フ
リ
ー
ロ
ー
ン
を
ス
ル

ガ
銀
行
か
ら
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
に
応
じ
る
こ
と
で
通
常
４
・
５
％

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
融
資
の
金
利
が
３

・
５
％
に
下
が
り
ま
す
』
と
言
い
含

め
ら
れ
た
」
と
い
う
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

の
オ
ー
ナ
ー
や
、
ス
ル
ガ
銀
行
の
行

員
か
ら
「
も
し
他
行
に
借
換
え
す
る
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再
設
定
さ
れ
た 

金
融
行
政
の
目
標

　

金
融
庁
の
遠
藤
俊
英
長
官
は
、
７

月
に
開
か
れ
た
金
融
機
関
の
業
界
団

体
と
の
意
見
交
換
会
の
場
で
、
金
融

行
政
の
新
た
な
枠
組
み
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
基
本
と
な
る
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
①
金
融
行
政
の
最
終
目

標
と
中
間
目
標
の
再
設
定
、
②
プ
リ

ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の
行
政
の
徹
底
、

③
金
融
機
関
の
取
組
み
の
「
見
え
る

化
」
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

金
融
庁
設
置
法
３
条
で
定
義
さ
れ

て
い
る
金
融
庁
の
任
務
（
金
融
行
政

の
目
標
）
は
「
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
」「
利
用
者
の
保
護
」「
市
場
の
公

正
性
」
の
三
つ
に
あ
る
と
解
さ
れ
て

い
た
が
、
森
信
親
前
長
官
時
代
に
大

胆
な
意
味
付
け
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
、

金
融
行
政
の
最
終
目
標
を
「
経
済
の

持
続
的
成
長
と
国
民
の
厚
生
の
増

大
」
と
し
、
中
間
目
標
を
「
金
融
シ

ス
テ
ム
の
安
定
／
金
融
仲
介
機
能
の

発
揮
」「
利
用
者
保
護
／
利
用
者
利

便
」「
市
場
の
公
正
性
／
市
場
の
活

力
」
と
整
理
し
た
（
そ
れ
ぞ
れ
並
列

の
表
記
は
、
両
立
を
図
る
こ
と
を
意

味
す
る
）。
こ
れ
こ
そ
が
、
上
記
①

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
だ
。
新
方
針
に

お
い
て
、
金
融
行
政
の
目
標
の
実
現

の
た
め
に
「
金
融
育
成
庁
」
へ
の
動

き
を
加
速
さ
せ
る
と
強
調
し
て
い
る

の
は
、
並
列
の
前
者
の
部
分
が
「
金

融
処
分
庁
」
の
意
味
合
い
が
強
い
の

に
対
し
、
後
者
の
部
分
で
あ
る
「
金

融
仲
介
機
能
の
発
揮
」「
利
用
者
利

便
」「
市
場
の
活
力
」
の
育
成
に
注

力
し
て
い
く
と
の
所
信
表
明
だ
ろ
う
。

　

②
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
の

行
政
の
徹
底
は
、
19
年
４
月
以
降
に

予
定
さ
れ
て
い
る
金
融
検
査
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
廃
止
に
よ
っ
て
結
実
し
、
検

査
・
監
督
の
手
段
が
金
融
機
関
と
の

対
話
と
い
う
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

③
の
「
見
え
る
化
」
は
、
顧
客
が

金
融
機
関
を
選
べ
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
に
、
金
融
庁
が
と
り
わ
け
重

視
し
て
い
る
手
法
で
あ
る
。
顧
客
本

位
の
業
務
運
営
の
定
着
度
合
い
を
客

観
的
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
成
果
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
や
金
融

仲
介
機
能
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
で
実
践

金
融
育
成
庁
へ
舵
を
切
る

２
０
１
８
事
務
年
度
の
金
融
行
政
方
針

さ
れ
、
さ
ら
な
る
活
用
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
新
方
針
で
は
、
投
信
の
販

売
会
社
に
お
け
る
比
較
可
能
な
共
通

Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
浸
透
な
ど
を
促
進
し
て
い

く
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。

地
域
生
産
性
向
上 

支
援
チ
ー
ム
を
編
成

　

急
速
な
人
口
減
少
や
超
低
金
利
に

よ
る
利
ザ
ヤ
の
縮
小
で
、
17
年
度
は

地
域
銀
行
１
０
６
行
の
う
ち
過
半
の

54
行
で
本
業
利
益
が
赤
字
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
う
ち
52
行
が
18
年
３
月

期
ま
で
２
期
以
上
連
続
、
23
行
が
５

期
以
上
連
続
赤
字
だ
っ
た
。
金
融
庁

は
「
い
っ
た
ん
本
業
赤
字
に
な
る
と
、

容
易
に
は
黒
字
転
換
が
で
き
な
い
状

況
に
あ
る
」
と
説
明
。
ま
た
保
有
す

る
有
価
証
券
の
含
み
益
も
減
少
傾
向

で
、
本
業
の
赤
字
を
カ
バ
ー
し
き
れ

な
く
な
っ
て
い
る
「
赤
字
予
備
軍
」

も
見
込
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
、
経
営

陣
に
よ
る
適
切
な
経
営
戦
略
の
策
定

・
実
行
と
取
締
役
会
な
ど
に
よ
る
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
発
揮
が
重
要
だ
と
し
て

い
る
。

　

金
融
庁
と
財
務
局
は
、
将
来
に
わ

た
る
健
全
性
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、

地
域
金
融
機
関
の
経
営
や
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
深
度
あ
る
オ
ン
・
オ
フ

金
融
庁
は
９
月
26
日
、
２
０
１
８
事
務
年
度
（
18
年
７
月
１
日
～
19
年
６
月
30
日
）
で
取
り
組
む
重
点
施
策
を
ま
と

め
た
「
変
革
期
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
む
け
て
～
金
融
行
政
の
こ
れ
ま
で
の
実
践
と
今
後
の
方
針
～
」

（
新
方
針
）
を
公
表
し
た
。
従
来
は
、
前
事
務
年
度
の
「
金
融
行
政
方
針
」
に
基
づ
く
施
策
の
進
捗
状
況
の
評
価
や

そ
の
分
析
結
果
を
「
金
融
レ
ポ
ー
ト
」
と
し
て
公
表
し
、
こ
れ
を
新
事
務
年
度
の
「
金
融
行
政
方
針
」
に
反
映
さ
せ

て
き
た
。
今
事
務
年
度
の
新
方
針
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
両
者
を
一
体
化
さ
せ
た

文
書
と
し
て
策
定
さ
れ
た
。
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名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
拡
大
す
れ
ば
、金
融
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
拡
大
す
る

日
本
銀
行　

政
策
委
員
会
審
議
委
員

　

原
田 

泰

大
胆
な
金
融
緩
和
の
実
施
以
来
、
経
済
は
改
善
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
物
価
が
年
々
下
落
し
て
い
く
デ
フ
レ
状

況
か
ら
は
脱
し
た
が
、
消
費
者
物
価
上
昇
率
の
２
％
目
標
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。
金
融
緩
和
に
は
銀
行
の
経
営

悪
化
と
い
う
副
作
用
が
あ
る
と
い
う
議
論
も
根
強
い
。
だ
が
、
実
体
経
済
の
改
善
と
い
う
良
い
こ
と
が
起
き
て
い

る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
金
融
機
関
に
も
裨ひ

益え
き

す
る
は
ず
で
あ
り
、
現
在
の
金
融
緩
和
を
続
け
て
い
け
ば
よ
い
と
私

は
考
え
る
。
経
済
全
体
が
良
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
考
慮
し
な
い
議
論
は
や
や
一
方
的
で
は
な
い
か
。

Ｑ
Ｑ
Ｅ
後
、

日
本
経
済
は
回
復

２
０
１
３
年
４
月
以
来
、
日
本
銀

行
は
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
（
Ｑ
Ｑ

Ｅ
）
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
も
あ
る
が
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
生
産
、

投
資
、
消
費
、
輸
出
、
雇
用
、
賃
金
、

賃
金
×
雇
用
の
雇
用
者
所
得
、
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
指
標
が
改
善
し
て
い

る
。
途
中
、
経
済
が
や
や
停
滞
し
た

の
は
14
年
度
の
消
費
増
税
の
後
、
世

界
貿
易
量
が
低
迷
し
た
14
年
後
半
か

ら
16
年
の
前
半
ま
で
で
あ
る
。
話
を

短
く
す
る
た
め
に
、
雇
用
関
係
の
指

標
に
絞
っ
て
説
明
す
る
。

図
表
１
は
、
雇
用
（
正
規
、
非
正

規
）、
賃
金
（
名
目
、
実
質
）、
実
質

雇
用
者
所
得
（
賃
金
×
雇
用
）、
失

業
率
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
雇
用
は
、

正
規
、
非
正
規
と
も
拡
大
し
（
注
１
）、

失
業
率
は
２
・
５
％
程
度
に
ま
で
な

っ
て
い
る
。

一
人
当
り
の
賃
金
は
、
名
目
、
実

質
と
も
に
直
近
ま
で
上
昇
し
て
い
な

い
が
、
こ
れ
は
労
働
時
間
の
短
い
非

正
規
雇
用
の
労
働
者
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
だ
。
正
規
雇
用
の
夫

が
い
る
専
業
主
婦
の
妻
が
パ
ー
ト
に

出
れ
ば
、
一
人
当
り
の
賃
金
は
低
下

す
る
が
、
家
計
全
体
の
所
得
は
増
加

す
る
。
直
近
は
急
速
に
上
昇
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
部
は
統
計
的
な
問
題

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

実
質
雇
用
者
所
得
（
実
質
賃
金
×
雇

用
）
は
、
消
費
増
税
の
影
響
が
見
ら

れ
る
14
年
度
以
外
で
は
、
ほ
ぼ
順
調

に
伸
び
て
い
る
。

財
政
赤
字
も
大
幅
に
縮
小

さ
ら
に
、
Ｑ
Ｑ
Ｅ
の
導
入
と
と
も

に
財
政
赤
字
が
減
少
し
て
い
る
。
一

般
政
府
の
財
政
収
支
赤
字
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
は
、
Ｑ
Ｑ
Ｅ
が
始
ま
る
前
の
12

年
度
の
８
・
３
％
か
ら
16
年
度
に
は

３
・
４
％
と
４
・
９
％
㌽
も
改
善
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
う
ち
８

兆
円
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
１
・
５
％
分
は
消

費
増
税
の
お
か
げ
だ
が
、
残
り
の
３

・
４
％
分
は
Ｑ
Ｑ
Ｅ
を
含
む
経
済
政

策
で
景
気
が
回
復
し
て
い
る
お
か
げ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

良
い
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
だ
か
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金
融
緩
和
政
策
の
効
果
は

金
融
機
関
に
も
届
く


